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０９三田育雄ゼミナール

塩田の里交流館“とっこ館”
外部利用の促進策の提案

塩田平のプロフィール

• 南北３km、東西５
km、年間降水量
1,000mm以下のなだ
らかな台地

• 古くから“塩田三万
石”と称された上田藩
の穀倉地帯

• 多くの名刹を擁する
“信州の鎌倉”

• 農と住まいの共存す
る上田の田園地帯
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塩田地域の概況

別所線

北向観音

常楽寺

安楽寺

満願寺

無量寺

龍光寺

前山寺

無言館

塩田平

田園空間整備事業と“とっこ館”

■田園空間整備事業は、農村を農業生産の場としてだけではなく、農
村の伝統・文化・景観などの多面的な機能が均衡する、自然と人間
が織りなす“田園空間博物館”づくり（農林水産省）

■“とっこ館”は、上田、あおき地域の“田園空間博物館”のコア施設

【とっこ館の機能】
・地域の案内
・地域文化の紹介
・農業体験
・地域間交流
・地域活動の拠点



2010/3/2

3

塩田･別所地区ビジターの動向と志向

• 07年利用者数（長野県）

塩田平：日帰り４２０千人
別所温泉：日帰り５４０千
人、宿泊延べ３５０千人
（実人員１７０千人）
／合計約900千人

• ビジターの動向と志向
（09年アンケート調査）
調査日時：8月9日（日）、
9月20日（日）、 10～14時

調査場所：前山寺参道、
北向観音入口
調査サンプル数：北向観
音175、前山寺42

・別所からは市街地や善光寺に回る
ケース（20%）が多く、塩田へは小諸・佐

久、上山田、松本などへ向かうのとほぼ
同レベル(10%前後）にとどまる

善光寺指向が多いのはご開帳の年によ
るところが多いと考えられる
・塩田からは別所（1/3）、市街地（20%）、
軽井沢などへ回るケースが多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

塩田前山寺

別所北向観音

調査地点と流動性

別所 塩田 上田市街 鹿教湯 上山田

蓼霧美 軽井沢 小諸佐久 菅平 善光寺

小布施 松本 他

（調査地点）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所･塩

田

塩田

別所

来訪目的

温泉浴 食事 寺社見物

美術館鑑賞 散策ｳｫｰｷﾝｸﾞ 土産品購買

趣味会合 イベント 他

・総じて温泉浴、寺社見物が主たる目的
になっている

・ただし、別所・塩田派は寺社見物と美
術館鑑賞がそれぞれ40%前後を占める
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所･塩田

塩田

別所

探訪地

安楽寺 常楽寺 北向観音 あいそめの湯

共同湯 森林公園 野倉 前山寺

中禅時 無言館 デッサン館 生島足島

他

・全体としてみれば、北向観音、安楽寺、前
山寺、無言館が４大デスティネーション

・常楽寺は安楽寺に比べて、またデッサン
館は無言館に比べて来訪者数がかなり下
回る
・あいそめの湯、共同浴場指向派は少数派

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所･塩

田

塩田

別所

当地と周辺で気に入ったところ

別所の旅館 〃外湯 〃寺社 〃まち

〃産物直売所 塩田の寺社 〃ギャラリー 〃農村風景

別所線 他 なし

・全体としてみれば寺社が一番のお気に
入りポイント。

・ただし、別所訪問者は、加えて旅館、農
村風景が、また塩田訪問者は美術館が
お気に入りポイントに加わる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所·塩田

塩田

別所

塩田で望まれる整備･サービス

食事処 農家レストラン そば屋

地場農産物直売所 土産物店 観光案内所

快適な散歩道 自転車の貸出 スポーツ施設

各種体験施設 市民農園 郷土資料館

コンビニ タクシー乗場 その他

分らない

・塩田では、食事処系（食事処、農家レ
ストラン、そば屋）と散策系（散歩道、自
転車の貸し出し）を望む声が多く、次い
で農産物直売所などとなっている

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所・塩田

塩田

別所

再来希望

そう思う まあ思う 何とも言えない 思わない

・80%％前後が再来を希望しており、特に

塩田への再来希望は高い傾向が見られ
る

・一方で、否定的な声はほとんど聞かれ
ない
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所・塩田

塩田

別所

年齢

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代

・50歳以上が60%以上を占め、20歳以
下は10％以下
・塩田は30歳代が比較的に多いが
（20%強）、20歳代以下は少ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所・塩田

塩田

別所

利用者の住まい

東京 埼玉 神奈川 千葉 他首都圏

東海 北陸 関西 その他 長野・周辺

松本・周辺 上田・周辺 飯田・周辺

・いずれも首都圏が50～60％を占める

・塩田へは東京、埼玉、神奈川、東海
からの来訪が多い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

別所・塩田

塩田

別所

同行者の形態

単独 夫婦 家族 カップル その他

・同行者の形態では夫婦、家族が80～
90%を占める
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【課 題】

集客核づくり
①農産物直売所

②農家レストラン

③パーク＆ウォーク

滞留環境の整備
④カントリー･パーク

・維持管理費の地元
負担分の財源確保

・田園空間整備事業
を核にした地域振興

外部利用の促進
消費の発生
地域間交流

とっこ館の課題と対策の提案

【対 策】

アンケート調査

1．集客核①農産物直売所

①生産者の顔が見える

②安心安全

③地産商品

④豊富な品揃え

⑤魅力的なイベント開催

⑥手づくり加工食品の直売

①生産者の顔写真と名前掲示

②品質管理の徹底

③仕入れ品の排除

④塩田平一帯からの集荷体制

⑤生産者と消費者の交流

⑥“キッチン工房”の普及

【課 題】 【施 策】
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段階的な発展を目指す

まずは仮設（テント掛け）で始動し、経営が軌道に乗り始め

たら恒久化し、規模を拡大する

【当 面】 【将 来】

レストラン・直売所一体化

地域の旬の食材を使い、

「地産地消」を推進すると

ともに地場農産物をＰＲ

「オーガニック農園」 （大分県大山町農家レストラン）

「日田～阿蘇･湯布院の話題の食事処」
・ 70～80種のバイキング形式
・ 強力大山JA婦人部の取組
・ 直売所と一体化で地産地消の徹底

２．集客核②農家レストラン
機 能

・集客核（塩田平の新名所に）
・周遊客の立ち寄り＆休憩所
・塩田平探勝の拠点
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地域の食づくりとの連携

とっこ館での家庭の食づくり

旅人の感性が 地域の食を育む

おもてなし料理づくり

http://gt.ohrai.jp/detail/40224/3392.html

地域の食文化活動
塩田の食材を使う

• 松茸をはじめとするキノ
コ類、野菜、米は塩田平
の誇る食材

直売所と農家レストラン

Ｂｅｆｏｒｅ

Ａｆｔｅｒ
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３．塩田の里の探勝「パーク＆ウォーク」

【田園ウォーキングの問題点】

・別所温泉～前山寺間の距
離が長すぎ、見所が少ない

・坂が多く、きつくサイクリン
グには障害が多い

観光客アンケート調査 自転車の貸出や快適な散歩道
（前山寺、北向観音） を望む声が多い

【普及が望めない】

・別所温泉～前山寺間
のウォーキング

・一般サイクリング

【解決策】

・とっこ館を拠点としたパーク＆ウォーク
・サイクリングに電動アシスト自転車導入
・スタンプラリー形式の導入と記念品の提供

パーク＆ウォークにおけるとっこ館の機能

【とっこ館の機能】

• 塩田平散策の起終点
（パーク＆ウォーク）

• 別所温泉と前山寺を
繋ぐ中継地

• パーク＆ウォークの普
及･支援

電動アシスト自転車

レンタサイクルしなの庵 http://www.shinano-an.com/index.html

一般的利用料金:300円／時間から
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パーク＆ウォーク計画

休憩でき
る場所が

ない

④カントリー･パーク
観光客のアンケート調査からの指摘
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【パークの構成】
・塩田にマッチした景観構成
・緑陰のある休息所
・とっこ館を回遊できる遊歩道
・季節を彩る木々
・寝転べる芝生広場
・自然とふれあうビオトープ池
・ゆっくり休めるベンチと机

http://www.town-
kofu.jp/s_site/seseragi/seseragi1.htm#siki

田園プラザ川場

後庭１

Ｂｅｆｏｒｅ

Ａｆｔｅｒ
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Ｂｅｆｏｒｅ

Ａｆｔｅｒ

後庭２


